
JP 2012-502380 A 2012.1.26

(57)【要約】
　チップとアンテナ手段（１７）とを少なくとも有する
トランスポンダ部と、このトランスポンダ部を収容する
ための成形体（１５）とを含むＲＦＩＤタグであって、
上記成形体は、弾性があり変形可能な材料から作られて
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チップ（２１）とアンテナ手段（１７）とを少なくとも有するトランスポンダ部（２９
）と、
　前記トランスポンダ部を収容するための成形体（１５、２７、３８、４４）とを備え、
前記成形体は、弾性があり変形可能な材料から作られている、ＲＦＩＤタグ（１０、２５
、３６、３７）。
【請求項２】
　前記トランスポンダ部（２９）は、前記アンテナ手段（１７）の配置のための箔基板（
１４）を有し、前記箔基板は、前記成形体（１５）内に収容されている、請求項１に記載
のＲＦＩＤタグ。
【請求項３】
　前記箔基板（２６）は、前記成形体を形成する前記弾性があり変形可能な材料からそれ
ぞれなる上層（３９）および底層（４０）で被覆された上面（４１）と底面（４２）とを
有する、請求項２に記載のＲＦＩＤタグ。
【請求項４】
　前記上層（３９）と前記底層（４０）とは、異なる材料を含む、請求項３に記載のＲＦ
ＩＤタグ。
【請求項５】
　前記上層と前記底層との間に少なくとも１つの接着層がある、請求項３または４に記載
のＲＦＩＤタグ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの接着層は、前記箔基板と前記上層および前記底層のうち一方また
は両方との間にある、請求項５に記載のＲＦＩＤタグ。
【請求項７】
　前記箔基板と前記上層または前記底層との間に少なくとも１つの中間層がある、請求項
３または４に記載のＲＦＩＤタグ。
【請求項８】
　前記中間層は、美容上の特性を有する、請求項７に記載のＲＦＩＤタグ。
【請求項９】
　前記成形体（１５、２７）は、均質に形成されている、請求項２または３に記載のＲＦ
ＩＤタグ。
【請求項１０】
　前記アンテナ手段（１７）は、前記箔基板（１４、２６）の表面（１６、４１）上に配
置された導電層から作られている、請求項１から９のいずれかに記載のＲＦＩＤタグ。
【請求項１１】
　前記成形体は、エラストマーから作られている、請求項１から１０のいずれかに記載の
ＲＦＩＤタグ。
【請求項１２】
　前記成形体は、シリコーンゴムから作られている、請求項１から１１のいずれかに記載
のＲＦＩＤタグ。
【請求項１３】
　前記成形体（３８）は、上面と底面とを有し、前記上面と前記底面とは、透明度が異な
る、請求項１から１２のいずれかに記載のＲＦＩＤタグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、トランスポンダ部と、トランスポンダ部を収容するための成形体とを含む
請求項１のプリアンブルに従ったＲＦＩＤタグに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ＲＦＩＤタグは、これまでさまざまな分野の用途に広く用いられており、特に物、具体
的には身の回り品の認識または識別の分野において用いられている。たとえば、衣料品の
識別のために設計された既知のＲＦＩＤタグは、衣料品または布地の外側に配置するか、
または衣料品または布地に縫い込むかしなくてはならないボタンなどとして形成されてい
て、目に見える目印となり、かつ着心地のよさを妨げる可能性がある。外側に配置される
ことにより、上記ＲＦＩＤタグは、容易に判別可能であり、ＲＦＩＤタグを設けられた衣
料品または布地の外観を乱す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明は、衣料品に利用され、この衣料品の着用者に不快感を覚えさせず、容易に判
別可能でないＲＦＩＤタグを提案する目的に基づくものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明に従って、この目的は、トランスポンダ部と、このトランスポンダ部を収容す
るための、弾性のある変形可能な材料から作られた成形体とを含むＲＦＩＤタグにより達
成される。
【０００５】
　この発明に従って、ＲＦＩＤタグは、トランスポンダ部を収容するための成形体を備え
ており、よってＲＦＩＤタグが、たとえば衣料品とともに洗浄処置を受けるときに、湿度
による損傷を受けないようにする封止密閉を示す。成形体を製造するために選択される弾
性があり変形可能な材料の結果として、成形体の中に収容されたトランスポンダ部は、衣
料品の取扱い中に起こるかもしれない衝撃から保護される。材料のこの弾性があり変形可
能な特性の別の利点は、ＲＦＩＤタグが衣料品のどのような輪郭にも容易に適応可能であ
るため、衣料品のほぼどのような部位に適用してもよいという点にある。したがって、こ
の発明のＲＦＩＤタグは、着用者に不快感を覚えさせることなく、たとえばへりの中に入
れ、必要があれば縫合行為により固定することができる。
【０００６】
　この発明のＲＦＩＤタグの上述の適応特性の別の効果は、衣料品の着用者の美観および
快適性に関する期待に添うのみならず、このＲＦＩＤタグは、盗む可能性のある人に気付
かれるはずがないので、保安および盗難防止の局面もそれぞれ考慮されることである。よ
って、販売後に衣料品からＲＦＩＤタグを取外す必要のない盗難防止マーカが実現される
。この取外しは、衣料品の外側に固定されていて容易に判別可能なため着心地のよさを損
ねる既知の多少嵩張る各マーカ実施例の場合は必要である。
【０００７】
　このＲＦＩＤタグは、アンテナ手段の配置のための基板として用いられる箔があると容
易に製造することができ、この箔は、成形体内に収容される。よって、少なくとも１つの
チップに接続され、箔に実装されたアンテナ手段に基づいて、箔は、ＲＦＩＤタグを製造
するための基本ユニットとなる。その結果、ＲＦＩＤタグを完成させるためには、この箔
を成形材料で密閉するだけでよい。ＲＦＩＤタグの成形体を作製するのに利用可能な他の
可能性もある。１つのアプローチは、箔の上面および底面を、それぞれ、成形体を形成す
る弾性があり変形可能な材料からなる上層および底層で被覆することである。
【０００８】
　これらの２つの被覆層は、意図される特性に応じて同じまたは異なる材料から作ること
ができる。
【０００９】
　底層および上層ならびに箔基板のためにそれぞれ選択された材料によっては、層間およ
び／または各層と基板との間の信頼性のある接続を得るために接着層を設けることが好ま
しいかもしれない。
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【００１０】
　認識または識別機能を超えて、追加的な機能をＲＦＩＤタグに付与するために、この発
明の１つの実施例に従って、箔基板と上層または底層との間には少なくとも１つの中間層
があり、この中間層は、たとえば美容上の（cosmetic）、すなわち香りを放つ等の特性を
有するかもしれない。
【００１１】
　別のアプローチは、たとえば射出成形法を用いて、成形体を均質に形成する点にあり、
このアプローチを適用すると、密閉された箔を有するＲＦＩＤタグがもたらされる。
【００１２】
　既にわかったように、アンテナ手段が箔の表面上に配置された導電層から作られると、
特に利点がある。よって、箔の最大可撓性は、できる限りアンテナ手段によって干渉され
ない。この発明の１つの好ましい実施例に従って、ＲＦＩＤタグは、一般的に使用されよ
って広く入手可能な材料でありこの特性を成形体の材料に対して与えるエラストマーから
作られる。
【００１３】
　成形体のためにシリコーンゴムを選択することが特に有利である。この材料は、洗剤に
対する耐性が特にあることがわかっているためである。
【００１４】
　ＲＦＩＤの実施例が箔のそれぞれの面に取付けられた上層と底層を有するか、または箔
を密閉する１つの成形体を有するかに関わらず、上側の外面の透明度と底側の外面の透明
度とが、たとえばＲＦＩＤタグを被覆する布地の色または透明度に適応されて異なること
が有利である。
【００１５】
　ＲＦＩＤタグの好ましい実施例を図面を参照してより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ある箇所に固定されたＲＦＩＤタグを示す図である。
【図２】図１に描かれたＲＦＩＤを示す上面図である。
【図３】図２に示すＲＦＩＤタグのＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って取った断面図である。
【図４】ＲＦＩＤタグの別の実施例の上面図である。
【図５】図４に示すＲＦＩＤタグのＶ－Ｖ線に沿って取った断面図である。
【図６】異なる材料からなる上層と底層とを有するＲＦＩＤタグの別の実施例の断面図で
ある。
【図７】成形体の底層を被覆する接着被膜を有するＲＦＩＤタグの別の実施例の断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１には、シャツ襟１１内のある箇所に固定されたＲＦＩＤタグ１０が示されており、
このＲＦＩＤタグは、点線で描かれており、シャツ襟１１を形成する２つの布地層１２、
１３間に収容されている。
【００１８】
　図２と図３との組合せからわかるように、ＲＦＩＤタグ１０は、成形体１５内に収容さ
れた箔基板１４を有し、箔基板１４は、上面１６にアンテナ手段１７を配置されており、
このアンテナ手段は、ここではチップ２１のバンプ１９、２０に接続された接続領域１８
を有するＵＨＦアンテナとして実施されている。描かれたアンテナ手段１７の実施例につ
いては、アンテナ手段１７は、連続して往復する段として形成された２つのブランチ２３
、２４を備えて配置された導電性被膜２２から作られている。図３から特にわかるように
、成形体１５は、箔基板１４のすべての側面を取囲んでおり、かつ１つの同じ素材から作
られた均質体として形成されている。
【００１９】
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　図４および図５には、箔基板２６を収容する成形体２７の全長にわたって延在する箔基
板２６を有するＲＦＩＤタグ２５が示されている。箔基板２６は、図１から図３に描かれ
たＲＦＩＤタグ１０の箔基板１４上に配置されかつアンテナ手段１７とチップ２１とを有
するトランスポンダ部２９と同一であるトランスポンダ部２９を、上面２８上に配置され
ている。
【００２０】
　ＲＦＩＤタグ１０と異なり、ＲＦＩＤタグ２５は、成形体２７の端面３０、３１と面直
なため端面３０、３１を上側端面３４と下側端面３５とに分けている箔基板２６の端部断
面３２、３３を有する成形体２７の端面３０、３１を有する。
【００２１】
　図６および図７には、さらなる実施例として、ＲＦＩＤタグ３６および３７が断面で示
されている。ＲＦＩＤタグ３６は、図５に示される成形体２７と異なる成形体３８を示し
ており、成形体３８は、上層３９および底層４０から構成され、各層は、図４および図５
に示されるＲＦＩＤタグ２５の箔基板２６と同一の箔基板２６の上面４１および底面４２
上にそれぞれ配置される点が異なる。底層および上層３９および４０は、同一であり得る
が、図６のＲＦＩＤタグ３６の場合のように材料または透明度が異なりもし得る。
【００２２】
　図７に示されるＲＦＩＤタグは、成形体４４の底面４３に塗布された接着被膜４５を有
する。成形体４４は、異なる層から構成され得、または箔基板２６の上面４１と底面４２
とを被覆する１つの材料から均質にも作られ得る。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図７】
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【国際調査報告】
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